
今
年
の
夏
は
、
過
去
に
経
験

の
な
い
暑
さ
が
続
き
、
八
月
下

旬
ま
で
三
十
度
を
超
え
る
暑
い

日
が
続
き
ま
し
た
。

八
月
二
十
三
日（
水
）か
ら
二

十
五
日（
金
）の
期
間
で
溝
部
議

長
と
共
に
友
好
市
で
あ
る
長
崎

県
松
浦
市
を
訪
問
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

こ
の
度
は
、「
令
和
五
年
度

長
野
県
木
曽
町
・
北
海
道
福
島

町
・
長
崎
県
松
浦
市
　
親
善
友

好
締
結
に
係
る
首
長
・
議
長
相

互
交
流
事
業
」
と
し
て
、
三
市

町
の
首
長
及
び
議
会
議
長
が
一

堂
に
会
し
、
意
見
交
換
な
ど
を

行
い
な
が
ら
松
浦
市
の
政
策
や

現
地
見
学
な
ど
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

当
交
流
は
、
当
時
の
故
斎
藤

町
長
が
同
じ
町
名
の
長
崎
県
福

島
町
を
訪
問
し
た
こ
と
が
き
っ

か
け
と
な
り
始
ま
っ
た
も
の
で

す
。
も
と
も
と
「
福
島
町
」
と

い
う
同
じ
町
名
を
有
す
る
長
野

県
木
曽
福
島
町
と
長
崎
県
福
島

町
並
び
に
北
海
道
福
島
町
の
三

町
で
交
流
が
ス
タ
ー
ト
し
て
お

り
ま
す
。

そ
の
後
、
平
成
の
合
併
を
経

て
、平
成
二
十
一
年
に
松
浦
市
・

木
曽
町
・
福
島
町
で
改
め
て
親

善
友
好
提
携
を
結
び
、
現
在
の

形
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
次
年
度
（
令
和
六
年

度
）
は
当
町
が
当
番
と
な
り
、

両
市
町
を
お
招
き
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
の
で
、
さ
ら
な
る
交

流
を
深
め
る
べ
く
準
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

九
月
一
日（
金
）、
改
選
後
初

め
て
の
議
会
が
開
催
さ
れ
、
福

島
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の

規
定
に
基
づ
き
、
町
長
就
任
時

の
宣
誓
を
行
わ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

町
政
の
執
行
に
あ
た
り
「
公

正
」、「
公
平
」を
基
本
と
し
、「
や

さ
し
さ
」
と
「
思
い
や
り
」
を

も
っ
て
、
誠
実
に
職
務
を
遂
行

す
る
こ
と
を
誓
わ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

ま
た
、
私
の
三
期
目
、
四
年

間
の
所
信
表
明
を
述
べ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
与
え
ら
れ

た
任
期
を
全
力
で
努
め
、「
笑

顔
あ
ふ
れ
る
福
島
町
」
の
実
現

の
た
め
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
を
町
民
の
皆
様
と
共
に
創

り
上
げ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

九
月
三
日（
日
）、
活
力
あ
ふ

れ
る
北
海
道
の
未
来
を
実
現
す

る
会
が
主
催
す
る
「
二
○
二
三

鈴
木
直
道
政
経
セ
ミ
ナ
ー
」
が

札
幌
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
開
催

さ
れ
、
参
加
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

当
日
は
、
国
会
議
員
を
は
じ

め
経
済
界
及
び
市
町
村
長
な
ど

全
道
各
地
か
ら
多
く
の
方
々
の

参
加
が
あ
り
、鈴
木
知
事
が「
北

海
道
を
前
へ
」
と
題
し
て
講
演

を
行
い
ま
し
た
。

北
海
道
が
直
面
す
る
様
々
な

課
題
に
果
敢
に
挑
戦
す
る
姿
勢

が
示
さ
れ
、
特
に
「
エ
ネ
ル

ギ
ー
」「
デ
ジ
タ
ル
」「
食
」
の

三
つ
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
北
海

道
の
価
値
を
さ
ら
に
押
し
上
げ

て
く
と
い
う
力
強
い
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。

九
月
九
日（
土
）・
十
日（
日
）

の
両
日
、
福
島
大
神
宮
例
大
祭

が
開
催
さ
れ
、
久
々
に
四
ケ
散

米
行
列
の
笛
の
音
が
町
内
を
巡

行
い
た
し
ま
し
た
。

私
も
初
日
、
役
場
前
の
玄
関

で
行
列
を
お
迎
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
行
列
に

続
き
各
町
内
会
の
山
車
が
、
祭

囃
子
と
踊
り
子
を
従
え
て
、
ま

ち
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

最
盛
期
の
数
に
は
及
び
ま
せ

ん
が
、
三
つ
の
町
内
会
が
参
加

し
、
祭
り
を
盛
り
上
げ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

各
地
域
の
人
口
減
少
が
進
む

中
、
ま
た
、
コ
ロ
ナ
で
中
断
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
中
で
、
山
車

を
維
持
す
る
の
が
大
変
と
な
り
、

大
神
宮
の
祭
礼
行
列
も
含
め
て
、

今
後
の
在
り
方
を
考
え
る
時
期

に
来
て
い
る
よ
う
な
気
が
い
た

し
ま
す
。

時
代
が
大
き
く
変
化
す
る
中

で
、＂
ま
ち
＂
を
ど
う
次
の
世

代
へ
繋
げ
て
い
く
か
、
い
ま
を

生
き
る
私
た
ち
が
責
任
を
も
っ

て
、
我
が
事
と
考
え
真
剣
に
取

り
組
む
課
題
で
あ
り
ま
す
。
地

域
の
伝
統
文
化
を
一
人
ひ
と
り

の
町
民
が
自
ら
の
手
で
共
に
作

り
上
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

～元気で笑顔のあふれる福島町を実現するために～
【３期目がいよいよスタート・・・】
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